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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第106期
第２四半期
連結累計期間

第107期
第２四半期
連結累計期間

第106期
第２四半期
連結会計期間

第107期
第２四半期
連結会計期間

第106期

会計期間

自　平成21年
４月１日

至　平成21年
９月30日

自　平成22年
４月１日

至　平成22年
９月30日

自　平成21年
７月１日

至　平成21年
９月30日

自　平成22年
７月１日

至　平成22年
９月30日

自　平成21年
４月１日

至　平成22年
３月31日

売上高 （千円） 7,195,46713,270,9474,312,8477,132,45317,710,542

経常利益又は経常損失（△） （千円） △467,6791,046,280△147,381479,516 88,399

四半期純利益又は四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △780,108811,253△154,649300,218△181,107

純資産額 （千円） － － 10,236,39511,642,88410,882,374

総資産額 （千円） － － 16,449,09220,144,61917,741,214

１株当たり純資産額 （円） － － 680.10 775.14 721.44

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり四半期（当

期）純損失金額（△）

（円） △54.22 56.38 △10.75 20.87 △12.59

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 59.5 55.4 58.5

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △1,086,5481,028,736 － － 696,825

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △1,549,537△346,962 － － △2,630,019

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 944,348△224,741 － － 254,941

現金及び現金同等物の四半期

末（期末）残高
（千円） － － 1,058,3771,473,7741,036,405

従業員数 （名） － － 770 768 814

（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数（名）
768

（228）

（注）１　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

なお、臨時従業員にはパートタイマー、嘱託契約の従業員及び派遣社員を含めております。

　

(2）提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数（名）
569

（131）

（注）１　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含んでおります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。

なお、臨時従業員にはパートタイマー、嘱託契約の従業員及び派遣社員を含めております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（千円） 前年同四半期比（％）

日本 5,831,298 －

中国 1,189,488 －

合計 7,020,787 －

（注）１　金額は販売価格によっており、セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2）受注実績

　当第２四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

日本 8,456,126 － 12,070,000 －

中国 893,326 － 1,774,000 －

合計 9,349,453 － 13,844,000 －

（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

日本 5,917,126 －

中国 1,215,326 －

合計 7,132,453 －

　（注）１　セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実

績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先
前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

いすゞ自動車株式会社 1,699,272 39.4 2,647,630 37.1

ISUZU MOTORS POLSKA Sp. z o.o.498,519 11.6 617,704 8.7

UDトラックス株式会社 431,708 10.0 500,189 7.0

３　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

４　日産ディーゼル工業株式会社は、平成22年２月１日付で社名をUDトラックス株式会社に変更しております。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　　　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策等により景気は一部回復の兆しがあるもの

の、急激な円高の進行や雇用情勢の不安など先行き不透明な状況が続いております。

当社グループ（当社及び連結子会社）の主要市場でありますトラック業界では、新興国を中心に需要が増加し、

国内市場においてもエコカー減税等により前年同四半期に比べ大幅に売上高が増加しました。

また、産業・建設機械業界におきましても、中国や東南アジア向けの需要が堅調に推移し、前年同四半期に比べ大

幅に売上高が増加しました。

このような状況のもと、当社グループの当第２四半期連結会計期間の売上高は71億32百万円（前年同四半期比

65.4％増）となりました。

利益面におきましては、売上高の増加と原価低減活動を推し進めた結果、営業利益は５億39百万円（前年同四半

期は営業損失１億28百万円）、経常利益は４億79百万円（前年同四半期は経常損失１億47百万円）、四半期純利益

は３億円（前年同四半期は四半期純損失１億54百万円）となりました。

　

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

ａ．日本

　
　
・売上高（セグメント間の内部売上高を含む） 　63億12百万円

　・セグメント利益 ２億99百万円

ｂ．中国

・売上高（セグメント間の内部売上高を含む） 　15億89百万円

　・セグメント利益 ２億51百万円
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(2）財政状態の分析

（資産） 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、201億44百万円と前連結会計年度末に比べ24億３百万円の増加

となりました。

流動資産は121億39百万円と前連結会計年度末に比べ29億８百万円の増加となり、固定資産は80億５百万円と前

連結会計年度末に比べ５億５百万円の減少となりました。

流動資産増加の主な要因は、売上高の増加により受取手形及び売掛金の増加21億35百万円、棚卸資産の増加２億

50百万円及び流動資産「その他」に含まれている日産自動車㈱のグループファイナンスに対する預け金７億16百

万円が増加したこと等によるものです。　

固定資産減少の主な要因は、有形固定資産の新規投資を減価償却費の範囲内で実施したことによる減少４億90百

万円等によるものです。

　

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債は、85億１百万円と前連結会計年度末に比べ16億42百万円の増加とな

りました。

流動負債は81億68百万円と前連結会計年度末に比べ16億25百万円の増加となり、固定負債は３億32百万円と前連

結会計年度末に比べ17百万円の増加となりました。

流動負債増加の主な要因は、借入金の返済により短期借入金が１億62百万円減少しましたが、支払手形及び買掛

金が14億69百万円、未払費用１億22百万円及び未払法人税等２億47百万円が増加したこと等によるものです。

　

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、116億42百万円と前連結会計年度末に比べ７億60百万円の増加

となりました。

増加の主な要因は、四半期純利益８億11百万円の計上により利益剰余金が増加したこと等によるものです。

　

　

(3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第２四半期連結会計

期間末に比べ４億15百万円増加し、14億73百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は、４億62百万円（前年同四半期20百万円の獲得）となりました。

これは主に資金の減少要因として売上債権の増加11億88百万円等がありましたものの、資金の増加要因として税

金等調整前四半期純利益４億92百万円と減価償却費３億20百万円等の非資金項目及び仕入債務の増加８億55百万

円等によるものです。

　

　

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、２億30百万円（前年同四半期８億62百万円の使用）となりました。

これは主に有形固定資産の取得による支出２億63百万円等によるものです。

　

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、58百万円（前年同四半期８億43百万円の獲得）となりました。

これは少数株主への配当金の支払58百万円によるものです。
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(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　　

(5）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は22百万円であります。

　

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第２四半期連結会計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通しについ

て、重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 43,200,000

計 43,200,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成22年11月11日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,400,000 14,400,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は100株

であります。

計 14,400,000 14,400,000 － －

　　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
－ 14,400,000 － 1,317,600 － 778,300
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（６）【大株主の状況】

　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

カルソニックカンセイ株式会社 埼玉県さいたま市北区日進町２丁目1917 5,770 40.06

いすゞ自動車株式会社 東京都品川区南大井６丁目26－１ 675 4.68

日本トラスティ・サービス信託銀行株式

会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 663 4.60

山崎金属産業株式会社 東京都千代田区岩本町１丁目８－11 525 3.64

佐藤商事株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目８－１ 501 3.47

株式会社みずほコーポーレート銀行

（常任代理人　資産管理サービス信託銀

行株式会社）

　

東京都千代田区丸の内１丁目３－３

（東京都中央区晴海１丁目８－12　晴海アイ

ランドトリトンスクエアオフイスタワーＺ

棟）

300 2.08

日新火災海上保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台２丁目３番地 300 2.08

ビーエヌピー　パリバ　セキュリティーズ

　サービス　ルクセンブルグ　ジャスデッ

ク　セキュリティーズ

（常任代理人　香港上海銀行東京支店）

　

　

　

（東京都中央区日本橋３丁目11－１）

238 1.65

日本証券金融株式会社 　東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－10 214 1.49

石　橋　　　健 　愛知県碧南市 155 1.07

計 ― 9,341 64.87

（注）１　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　　　　　　　　　663千株

　２　次の法人から、平成22年６月18日付で大量保有報告書の提出があり、平成22年６月15日現在で当社株式を次の

とおり保有している旨の報告を受けておりますが、当第２四半期会計期間末時点における当該法人名義の実

質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
所有
株式数
（千株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

大和証券投資信託委託株式会社 東京都中央区日本橋茅場町二丁目10番５号 723 5.03
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　 　　11,600
－ 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式　　 14,386,400 143,864 同上

単元未満株式 普通株式 　　　 　2,000 － －

発行済株式総数 14,400,000 － －

総株主の議決権 － 143,864 －

　

②【自己株式等】

　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

東京ラヂエーター製造㈱
藤沢市遠藤2002番地１ 11,600 － 11,600 0.08

計 － 11,600 － 11,600 0.08

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

最高（円） 309 310 280 234 263 330

最低（円） 220 221 220 205 210 236

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 990,517 1,329,900

受取手形及び売掛金 ※
 8,149,240

※
 6,013,430

商品及び製品 513,510 420,530

仕掛品 374,613 330,588

原材料及び貯蔵品 732,816 618,899

繰延税金資産 355,383 229,155

その他 1,024,840 289,427

貸倒引当金 △1,465 △1,465

流動資産合計 12,139,458 9,230,467

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,236,504 4,235,298

減価償却累計額 △2,333,884 △2,279,263

建物及び構築物（純額） 1,902,619 1,956,034

機械装置及び運搬具 11,946,557 11,821,386

減価償却累計額 △8,793,537 △8,523,215

機械装置及び運搬具（純額） 3,153,020 3,298,170

工具、器具及び備品 5,457,184 5,340,051

減価償却累計額 △4,644,372 △4,508,473

工具、器具及び備品（純額） 812,811 831,577

土地 1,268,890 1,268,890

建設仮勘定 164,284 437,339

有形固定資産合計 7,301,626 7,792,014

無形固定資産 66,493 71,393

投資その他の資産

投資有価証券 400,960 350,591

繰延税金資産 165,004 208,724

その他 73,274 90,222

貸倒引当金 △2,200 △2,200

投資その他の資産合計 637,040 647,339

固定資産合計 8,005,160 8,510,746

資産合計 20,144,619 17,741,214
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,733,093 4,263,831

短期借入金 609,991 772,741

未払費用 1,002,357 879,785

未払法人税等 268,608 20,910

製品保証引当金 63,528 32,206

設備関係支払手形 88,181 59,794

その他 403,116 514,517

流動負債合計 8,168,877 6,543,787

固定負債

退職給付引当金 219,443 201,711

その他 113,413 113,341

固定負債合計 332,857 315,052

負債合計 8,501,734 6,858,840

純資産の部

株主資本

資本金 1,317,600 1,317,600

資本剰余金 778,300 778,300

利益剰余金 9,075,094 8,263,841

自己株式 △4,292 △4,292

株主資本合計 11,166,702 10,355,449

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 120,445 100,011

為替換算調整勘定 △134,081 △75,175

評価・換算差額等合計 △13,635 24,835

少数株主持分 489,817 502,089

純資産合計 11,642,884 10,882,374

負債純資産合計 20,144,619 17,741,214
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 7,195,467 13,270,947

売上原価 6,958,388 11,094,857

売上総利益 237,078 2,176,089

販売費及び一般管理費 ※
 728,754

※
 1,068,429

営業利益又は営業損失（△） △491,676 1,107,660

営業外収益

受取利息 5,452 2,054

受取配当金 2,869 4,623

為替差益 3,891 －

受取賃貸料 2,463 4,014

受取手数料 4,783 5,567

持分法による投資利益 － 1,724

その他 13,649 4,128

営業外収益合計 33,110 22,111

営業外費用

支払利息 5,911 3,660

為替差損 － 76,805

その他 3,202 3,025

営業外費用合計 9,113 83,491

経常利益又は経常損失（△） △467,679 1,046,280

特別利益

投資有価証券売却益 － 13,780

特別利益合計 － 13,780

特別損失

固定資産除却損 64 541

減損損失 103,264 －

環境対策費 68,683 －

補償損失 25,000 －

特別損失合計 197,012 541

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△664,691 1,059,518

法人税、住民税及び事業税 17,069 266,755

法人税等調整額 50,530 △108,744

法人税等合計 67,599 158,011

少数株主損益調整前四半期純利益 － 901,507

少数株主利益 47,817 90,254

四半期純利益又は四半期純損失（△） △780,108 811,253
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 4,312,847 7,132,453

売上原価 4,070,272 5,966,583

売上総利益 242,574 1,165,870

販売費及び一般管理費 ※
 371,046

※
 626,611

営業利益又は営業損失（△） △128,471 539,259

営業外収益

受取利息 2,179 1,020

受取配当金 － 2,010

受取賃貸料 1,234 2,007

受取手数料 2,783 2,999

持分法による投資利益 － 737

法人税等還付加算金 5,210 －

その他 1,511 971

営業外収益合計 12,918 9,747

営業外費用

支払利息 3,157 1,764

為替差損 27,150 66,180

その他 1,519 1,544

営業外費用合計 31,827 69,489

経常利益又は経常損失（△） △147,381 479,516

特別利益

投資有価証券売却益 － 13,780

特別利益合計 － 13,780

特別損失

固定資産除却損 0 417

補償損失 25,000 －

特別損失合計 25,000 417

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△172,381 492,879

法人税、住民税及び事業税 1,122 126,886

法人税等調整額 △39,175 15,297

法人税等合計 △38,053 142,183

少数株主損益調整前四半期純利益 － 350,695

少数株主利益 20,321 50,476

四半期純利益又は四半期純損失（△） △154,649 300,218
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△664,691 1,059,518

減価償却費 651,518 655,260

減損損失 103,264 －

引当金の増減額（△は減少） △144,580 49,054

受取利息及び受取配当金 △8,322 △6,677

支払利息 5,911 3,660

為替差損益（△は益） △34,747 23,757

持分法による投資損益（△は益） － △1,724

固定資産除却損 64 541

投資有価証券売却損益（△は益） － △13,780

売上債権の増減額（△は増加） △1,107,003 △2,177,730

たな卸資産の増減額（△は増加） 121,990 △276,126

販売用プレス金型の増減額（△は増加） △22,721 108,716

仕入債務の増減額（△は減少） △58,296 1,505,811

未払費用の増減額（△は減少） △165,889 125,261

未払消費税等の増減額（△は減少） 8,461 32,836

その他 87,241 △58,919

小計 △1,227,800 1,029,460

利息及び配当金の受取額 8,322 6,677

利息の支払額 △5,663 △4,329

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 138,593 △3,072

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,086,548 1,028,736

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △44,000 －

定期預金の払戻による収入 － 53,440

有形固定資産の取得による支出 △1,500,583 △422,405

有形固定資産の売却による収入 － 11,904

無形固定資産の取得による支出 △153 －

投資有価証券の取得による支出 △4,800 △6,672

投資有価証券の売却による収入 － 16,380

その他 － 391

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,549,537 △346,962

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,078,536 △166,046

配当金の支払額 △43,165 －

少数株主への配当金の支払額 △91,012 △58,694

その他 △9 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 944,348 △224,741

現金及び現金同等物に係る換算差額 44,428 △19,662

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,647,308 437,369

現金及び現金同等物の期首残高 2,705,685 1,036,405

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,058,377

※
 1,473,774
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

　該当事項はありません。

　　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　該当事項はありません。

　　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※　受取手形裏書譲渡高 12,070千円 ※　受取手形裏書譲渡高 17,341千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費

　販売費に属する費用と一般管理費に属する費用の主要

な費目及び金額は次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費

　販売費に属する費用と一般管理費に属する費用の主要

な費目及び金額は次のとおりであります。

従業員給与手当 180,107千円

退職給付費用 20,071千円

製品保証引当金戻入額 △16,256千円

貸倒引当金繰入額 1,619千円

退職給付費用 14,865千円

製品保証引当金繰入額 31,322千円

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費

　販売費に属する費用と一般管理費に属する費用の主要

な費目及び金額は次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費

　販売費に属する費用と一般管理費に属する費用の主要

な費目及び金額は次のとおりであります。

従業員給与手当 88,506千円

退職給付費用 9,828千円

製品保証引当金戻入額 △6,774千円

貸倒引当金戻入額 △3,567千円

製品無償補修費 171,447千円

退職給付費用 7,391千円

製品保証引当金繰入額 25,107千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在） （平成22年９月30日現在）

現金及び預金勘定 1,102,377千円

預入期間が３か月超の定期預金 △44,000千円

現金及び現金同等物 1,058,377千円

現金及び預金勘定 990,517千円

流動資産　その他（預け金） 716,448千円

預入期間が３か月超の定期預金 △233,191千円

現金及び現金同等物 1,473,774千円

　 　

　　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年９月30日）

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末

普通株式（株） 14,400,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末

普通株式（株） 11,616

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

　　該当事項はありません。

　　

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成22年10月25日

取締役会
普通株式 利益剰余金 43,165 3.00平成22年９月30日平成22年12月７日

　　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　当社及び連結子会社の事業は、製造業ならびにこれらの付帯業務の単一事業であります。当該事業以外に事業

の種類がないため該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　当社及び連結子会社の事業は、製造業ならびにこれらの付帯業務の単一事業であります。当該事業以外に事業

の種類がないため該当事項はありません。

　　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　
日本
（千円）

中国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 3,997,958314,8894,312,847 － 4,312,847

(2）セグメント間の内部売上高又は振

替高
184,835114,785299,620(299,620) －

計 4,182,793429,6744,612,467(299,620) 4,312,847

営業利益（又は営業損失） △162,426 36,489△125,937 (2,534) △128,471

（注）　国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　
日本
（千円）

中国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 6,573,888621,5787,195,467 － 7,195,467

(2）セグメント間の内部売上高又は振

替高
375,364284,493659,858(659,858) －

計 6,949,253906,0727,855,325(659,858) 7,195,467

営業利益（又は営業損失） △621,480 86,657△534,822 43,146△491,676

（注）　国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　 中国 ポーランド その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 254,567 498,519 475,5791,228,666

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 4,312,847

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 5.9 11.6 11.0 28.5

（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

２　従来、ポーランドは「その他」に含めておりましたが、第２四半期連結会計期間において、当該国の売上高が

連結売上高の10％を超えたため、「ポーランド」として区分表示しております。

３　中国及びポーランドを除く本邦以外のそれぞれの国又は地域における売上高は、連結売上高の10％未満であ

るため「その他」で表示しております。ただし、中国につきましては当社にとって重要性が増しているため

記載しております。

４　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　 中国 ポーランド その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 524,754 758,689 679,9281,963,372

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 7,195,467

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 7.3 10.5 9.4 27.3

（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

２　従来、ポーランドは「その他」に含めておりましたが、第２四半期連結累計期間において、当該国の売上高が

連結売上高の10％を超えたため、「ポーランド」として区分表示しております。なお、前第２四半期連結累計

期間の「ポーランド」の売上高は686,573千円、連結売上高に占める割合は4.4％であります。

３　中国及びポーランドを除く本邦以外のそれぞれの国又は地域における売上高は、連結売上高の10％未満であ

るため「その他」で表示しております。ただし、中国につきましては当社にとって重要性が増しているため

記載しております。

４　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。

当社グループは、主に自動車部品等を生産・販売しており、取り扱う製品の市場から最適な生産拠点を決

め、地域ごとに包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社グループは、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、

「日本」「中国」の２つを報告セグメントとしております。　

　　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

（単位：千円）　

 報告セグメント
調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

 日本 中国 計

売上高      

外部顧客への売上高 11,376,4531,894,49313,270,947 － 13,270,947
セグメント間の内部売上高又
は振替高

1,044,776654,3481,699,125(1,699,125) －

計 12,421,2302,548,84114,970,072(1,699,125) 13,270,947

セグメント利益 773,431368,0011,141,433△33,7731,107,660

　　

　

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

（単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

 日本 中国 計

売上高      

外部顧客への売上高 5,917,1261,215,3267,132,453 － 7,132,453
セグメント間の内部売上高又
は振替高

395,208373,861769,069(769,069) －

計 6,312,3341,589,1877,901,522(769,069) 7,132,453

セグメント利益 299,519251,871551,391△12,131539,259

　（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

　　　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

775.14円 721.44円

（注）　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末

（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額 （千円） 11,642,884 10,882,374

普通株式に係る純資産額 （千円） 11,153,067 10,380,284

差額の主な内訳 　 　 　

少数株主持分 （千円） 489,817 502,089

普通株式の発行済株式数 （株） 14,400,000 14,400,000

普通株式の自己株式数 （株） 11,616 11,616

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数 （株） 14,388,384 14,388,384

　

２　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 54.22円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －

１株当たり四半期純利益金額 56.38円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半

期連結損益計算書上の四半期純損失（△）
（千円） △780,108 811,253

普通株式に係る四半期純利益又は普通株式に係る

四半期純損失（△）
（千円） △780,108 811,253

普通株主に帰属しない金額 （千円） － －

普通株式の期中平均株式数 （株） 14,388,413 14,388,384
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第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 10.75円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －

１株当たり四半期純利益金額 20.87円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半

期連結損益計算書上の四半期純損失（△）
（千円） △154,649 300,218

普通株式に係る四半期純利益又は普通株式に係る

四半期純損失（△）
（千円） △154,649 300,218

普通株主に帰属しない金額 （千円） － －

普通株式の期中平均株式数 （株） 14,388,396 14,388,384

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　　

２【その他】

平成22年10月25日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）　配当金の総額 　43,165千円

　（ロ）　１株当たりの金額 　3円00銭

　（ハ）　支払請求の効力発生日及び支払開始日 　平成22年12月７日

（注）平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

　

平成21年11月12日
東京ラヂエーター製造株式会社
取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 金　　子　　裕　　子　　㊞

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 真　　鍋　　朝　　彦　　㊞

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 齋　　田　　　 毅　　　 ㊞

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東

京ラヂエーター製造株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半

期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年

４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表

に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京ラヂエーター製造株式会社及び

連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第

２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以　上

　

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

　

平成22年11月11日
東京ラヂエーター製造株式会社
取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 金　　子　　裕　　子　　㊞

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 齋　　田　　　 毅　　　 ㊞

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東

京ラヂエーター製造株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半

期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年

４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表

に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京ラヂエーター製造株式会社及び

連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第

２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以　上

　

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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